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　日本の多くの若手総合診療医に“oyabun”
と慕われ，私自身も敬愛してやまない藤沼
康樹先生（医療福祉生協連 家庭医療学開発
センター長）の初の単著を拝読しました．読
了後に浮かんだのは，米国の医師フランシ
ス・ピーボディ（1881～1927）の格言「患者
ケアの秘訣は患者をケアすることにある」 1）

でした．「臨床医の重要な資質の 1つは人間
性への関心である」とするこの格言が，本書
の箴言の数々と共鳴し，胸を撃ち抜かれた
ような衝撃を何度も感じました．それが，
この本の通読 1回目の感想でした．
　本書の第Ⅰ章1節の最初のページに明記さ
れているように，医療は「不確実性」が高い
ものです．現代の医学教育では，多くは説
明可能でクリアカットな部分が好まれ，不
確実な「灰色」な部分（グレーゾーン）は全
体からすれば補集合の扱いに甘んじ，時に
無視されてきたのではないかと思います．
しかし，この不確実な領域への関心と探索
がなければ，全体をつかむことはできない
でしょう．コントロール可能な壁の中の世
界にだけ生きていたのでは，エルディア人
たちは自分たちの始祖のことを決して知り
得なかったのではないでしょうか（『進撃の
巨人』）．本書にはその不確実性をも可能な
限り言語化して構造化する試みが随所にあ
り，本邦で現在これに比肩する類書は存在
しないとみます．
　本書は3章から成ります．第Ⅰ章は，家庭
医の技芸が光る診断・治療について，そし
て外来マネジメントのクリニカルパールな
どの具体的なアドバイスに満ちています．
個人的には，5節の「プライマリ・ケアにお
ける『治療学』」の中でも「リアシュアラン
ス」の項（本書 p. 88～）に強い共感を覚えま

した．また，3節の「『家族』を診る方法」（本
書 p. 44～）にも大いに学びました．第Ⅱ章
は，本書の中核を成すと思われます．“卓越
したジェネラリスト”の技術や考え方，振り
返りの内訳を明確に言語化し，さらにそれ
を達成する方策を明示し，わかりやすい
ケースとともに詳述しています．これら大
量のケースの藤沼先生の self-reflectionを追
体験したい，というのはさすがにわがまま
な願いでもあり，そこは藤沼先生の Podcast
や SNSでのコメントなどで補完するのが理
解を深める方法としてよいと思います（ある
いは次作に大いに期待します）．第Ⅲ章は，
Ⅱ章で解説された「個」の卓越性から離れ，
「チーム」や「未来」にどのように卓越性を展
開・継承させるかという，より発展的な記
述となっています．加えて，20ページ近い長
めの「おわりに」には，未練を感じつつ次作
への接続を期待させる内容となっています．
　本書の装丁は，「灰色」が基調になってい
ます．これには，さまざまな意匠が込めら
れていると感じます．1つの解釈は不確実な
医療，すなわち“グレーゾーン”に焦点を当
てるという示唆かもしれません．本書が東
洋で生まれたことに感謝しつつ，ファッ
ション史における「黒の衝撃」ならぬ，「灰
色の衝撃」として不確実性への対処に新たな
角度から意味を与えたことが医学史に記憶
され，そこに内挿されたオリジナルのプリ
ンシプルや技芸とともに，長く愛される一
冊となることを願います．
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